
 

 

 

  ◆その１ 

   鈴木会員（ローソン）が特別研究会で発表 

日本経営倫理士協会（ACBEE）の経営倫理

士講座を 2017 年 11 月に修了した経営倫理

士の有志 12 名が 2019 年 9 月 20日（金）に

ACBEE 本部（東京都港区）に集い、8 回目と

なる「21 会」を開催した＝写真。「21会」と

は、経営倫理士講座 21 期修了生が中心とな

り、継続的学習や情報交換を目的に、定期的

に開催する特別研究会である。研究会では、

参加者が順番で講師役を担い、自社企業の事

例や課題などを紹介し、その後に、質疑および意見交換を行う。 

今回は、経営倫理士であり株式会社ローソン 事業サポート本部 環境社会共生・地域連携

推進部(兼)SDGs 委員会の鈴木暁子さんが、「ローソンの SDGs 推進に向けた取り組み」と

題し、講義を行った。 

■事業方針「３つの約束」の実現へ 

ローソンでは、「マチを幸せにするためには、増大する社会課題に真剣に取り組むことが

求められる」と考え、その取り組みの一つとして、SDGsの推進を位置付けている。企業理

念の「私たちは“みんなと暮らすマチ”を幸せにします」に基づき、事業方針「3 つの約束」

の実現により、店舗運営を通じて“みんなと暮らすマチ”を幸せにする活動に積極的に取り組

んでいる。 

 

ローソンの「3つの約束」とは 

1. 圧倒的な美味しさ：プライベートブランド強化、冷凍食品強化などの商品力の強化 

2. 人への優しさ：栄養成分表示変更、塩分制限・添加物削減など 

3. 地球（マチ）への優しさ：食品ロス削減、プラスチック削減、CO2 排出量削減など 

 

SDGs に取り組む背景としては、プラスチック問題、気候変動、労働人口減少、地域社会

の衰退、超高齢化社会、健康不安、大規模自然災害など、増大する社会課題がある。特に、

環境面に関わる課題については、節目の 2050 年の「あるべき姿」に高い目標値を置き、2030

年に向けて、現在取り組むべき重点課題・目標（KPI）を掲げて推進している。 

 

《表：ローソンの重点課題・目標（KPI）》 



 

 

 
SDGs 目標 

2030 
 

あるべき姿 2050 

さらなる挑戦！！ 

LAWSON Blue Challenge 

2050！ 

～“青い地球”を維持する 

ために！～ 

食品ロス 

削減 

50%削減 

（2018 年対比） 
➡ 100%削減 

プラスチック

削減 

容器包装、30%削減 

プラスチック製レジ袋、 

100%削減 

（共に 2017 年対比） 

➡ 

オリジナル商品の容器包

装、 

環境配慮型素材 

100%使用 

CO2 排出量 

削減 

30%削減 

（1店舗当たり 2013 年対比） 
➡ 

100%削減 

（1店舗当たり） 

 

■SDGs を推進する社内体制 

ローソンは、2019 年 3 月に SDGs 委員会を設置した。SDGs に連動した各部門の自主的

な取り組みと目標を実現するため、定期的に進捗共有と課題解決を行っている。委員会は四

半期ごとに開催され、全本部長が参加する。また毎月、部長職以上の担当者が SDGs 推進部

会に参加する。この体制により、以前と比較して課題推進のスピード感が増した。また、

SDGs に関する社員教育として、e-learning を必須としている。 

さらに、加盟店のオーナーには SDGs ハンドブックを配布するなどして、意思統一を図

っている。毎月発行の「オーナー福祉会だより」には、必ず 1 ページに直近の SDGs 関連

の取り組みを掲載し、紹介している。 

 

■関心が高かった「食品ロス」の課題 

 日本で 2016 年に発生した食品ロスは 643 万トン、この量は国連WFPが世界で飢餓に苦

しむ人々に行った食料支援量である 390 万トンの約 1.6 倍に相当するという。 

ローソンは、関心が高かった食品リサイクルの取り組みや食品ロスそのものを削減する

ために開始した実証実験を踏まえて、今後の展開などを検討していく。お客さまはじめ、皆

さまにとってうれしいことが、重要であると考えている。 

参加者からは、「ローソンが取り組む SDGsの『2. 飢餓をゼロに』を、自分たちができる

ことから取り組むという姿勢に共感できる。経営理念の『みんなと暮らすマチを幸せにする』



 

 

をもとに SDGs を推進し、共生社会を目指す企業であることに“ほっと”した」などのコメン

トがあった。 

■ローソンの重要課題に対する取り組み事例 

◎「圧倒的な美味しさ」の取り組み事例 

 ・地域の食材を使用：地域の高校生や地場のメーカーなどと連携して、地域の食材を使っ

た商品を開発 

 ・ローソンファーム：安全・安心で高品質な新鮮野菜や果物をローソングループの店舗に

安定的に供給するため、全国 21カ所でローソンファームを展開 

◎「人への優しさ」の取り組み事例 

・ケアローソン：ドラッグチェーンなどと連携し医薬品を販売。シニアの方やそのご家族

をサポート 

・自治体と協働した活気あるマチづくり・健康づくり：店舗駐車場を利用し、住民向け健

康診断に協力 

・“マチの幸せ“募金：次世代の子供たちのために「ローソン緑の募金」、「夢を応援基金（ひ

とり親家庭支援奨学金制度）」、「『夢の教室』募金」などへの支援 

・健康に配慮した商品の開発：糖質制限食品など健康志向に応える商品開発 

 ・働きやすい店舗設備の導入推進：店舗での様々な業務を「いつ、なにを、どのように」

行うか確認できるタブレットの導入や、自動釣銭機付き POS レジの導入 

◎「地球（マチ）への優しさ」の取り組み事例 

・自治体との包括協定の締結：社会インフラの提供による地域社会との共生 

・移動販売サービス：店舗から距離がある高齢者施設などへ出向いて販売。安全・安心の

「見守りサービス」も実施 

・食品ロス発生抑制とリサイクル：廃油リサイクルや飼料化・肥料化 

・食品ロス削減への実証実験：沖縄県・愛媛県の店舗で対象商品をお買い上げのお客さま

にはポイント還元、そして売上の一部を子どもたちを支援する団体に寄付する実証実

験を実施（6/11～8/31） 

・レジ袋の削減：店舗スタッフの声かけや店内放送、ポスターの掲出、エコバッグ普及啓 

 発のほか、ナチュラルローソンのレジ袋にはサトウキビを原料としたポリエチレンを

一部使用 

・プラスチック容器の削減：MACHI café のアイスコーヒーS サイズの容器を紙製に切り

替え 

・被災地の支援：店舗の営業継続支援、緊急支援物資の提供、災害義援金募金の実施 

・省エネ機器の導入：ノンフロン（CO2冷媒）の冷凍・冷蔵システム 

・省エネ 10か条：店舗での取り組みで、省エネ・節電対策 

 



 

 

◆株式会社ローソンの会社概要 

設立：1975 年 

事業内容：ローソン、ナチュラルローソン、ローソンストア 100 のフランチャイズチェー 

ン展開など 

店舗数：国内約 15,000 店（約 98%がフランチャイズ加盟店）、海外約 2,000 店 

ローソングループ企業理念：【私たちは、”みんなと暮らすマチ”を幸せにします。】 

＊加盟店と本部は、“マチのほっとステーション”を実現するための対等なビジネスパートナ

ーの関係で、本部は、商標、システム、ノウハウ、SV（スーパーバイザー）による店舗指導

などを提供する。 

詳しくは、ウェブサイトへ 

http://www.lawson.co.jp/company/activity/ 

 

http://www.lawson.co.jp/company/activity/

